
注 意

1	 指示があるまで開いてはいけません。

2	 問題冊子にも受験番号を算用数字で記入しなさい。

3	 試験時間は 50分です。
4	 問題は1から5までで、1ペ−ジから 8ペ−ジにわたって印刷してあり　	

	 ます。

5	 解答はすべてマークシートで答えるようになっています。この問題冊子裏	

	 に書いてあるマークシート記入の注意をよく読んで答えなさい。

6	 解答用紙と問題冊子は別々に提出しなさい。

大 森 学 園 高 等 学 校

普　通　科

第 1回　2月 10 日
令和 6年度入学試験問題
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マークシート記入の注意

1.　下の記入例を見て正しく記入しなさい。記入例は、３１９４０番の場合です。
　　文字欄に受験番号と氏名を記入し、受験番号のマーク欄に線を引きなさい。
　　　　記入例

2.　解答上の注意
　⑴　解答は、解答用紙の対応した解答欄にマークしなさい。

　⑵　問題の文中の�、� �などには、符号（−）または、数字（０〜９）が入ります。
　　　ア、イ、ウ、…の一つ一つは、これらのいずれか一つに対応します。それらを解答用
　　　紙のア、イ、ウ、…で示された解答欄にマークしなさい。

　　　例　� � �に−73 と答えたいとき

　⑶　分数で解答する場合、分数の符号は分子につけ、分母につけてはいけません。

　　　例えば、 　　　に　　と答えたいときは　　として答えなさい。

　　　また，それ以上約分できない形で答えなさい。

　　　例えば、 　と答えるところを 　のように答えてはいけません。

　⑷　根号を含む形で解答する場合、根号の中にあらわれる自然数が最も小さくなるように

　　　答えなさい。

　　　例えば、キ√クに 4 √2 と答えるところを 2 √8 のように答えてはいけません。

⁅ 0 ⁆ ⁅ 0 ⁆ ⁅ 0 ⁆ ⁅ 0 ⁆ ⁅ 0 ⁆
⁅ 1 ⁆ ⁅ 1 ⁆ ⁅ 1 ⁆ ⁅ 1 ⁆ ⁅ 1 ⁆
⁅ 2 ⁆ ⁅ 2 ⁆ ⁅ 2 ⁆ ⁅ 2 ⁆ ⁅ 2 ⁆
⁅ 3 ⁆ ⁅ 3 ⁆ ⁅ 3 ⁆ ⁅ 3 ⁆ ⁅ 3 ⁆
⁅ 4 ⁆ ⁅ 4 ⁆ ⁅ 4 ⁆ ⁅ 4 ⁆ ⁅ 4 ⁆
⁅ 5 ⁆ ⁅ 5 ⁆ ⁅ 5 ⁆ ⁅ 5 ⁆ ⁅ 5 ⁆
⁅ 6 ⁆ ⁅ 6 ⁆ ⁅ 6 ⁆ ⁅ 6 ⁆ ⁅ 6 ⁆
⁅ 7 ⁆ ⁅ 7 ⁆ ⁅ 7 ⁆ ⁅ 7 ⁆ ⁅ 7 ⁆
⁅ 8 ⁆ ⁅ 8 ⁆ ⁅ 8 ⁆ ⁅ 8 ⁆ ⁅ 8 ⁆
⁅ 9 ⁆ ⁅ 9 ⁆ ⁅ 9 ⁆ ⁅ 9 ⁆ ⁅ 9 ⁆
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